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１．はじめに―問題提起―
専業主婦として暮らす女性が、中年期を迎え
てこれでいいのかと自問自答し始め、社会との
かかわりをもちたいと願う傾向が近年増加して
いる。社会へのかかわりを試みた結果、うまく
行かずに挫折したり、不安定感が生じたり、あ
るいは家庭内での軋轢が顕在化したりして、カ
ウンセリングを求める傾向も増加している。専
業主婦の社会への参加願望とその挫折や家庭と
仕事の両立について、筆者は、最初は子どもの
相談をきっかけにして来談された専業主婦の心
理療法の過程の中で、あらためて、中年期にお
ける専業主婦の生き方について考えさせられる
機会をもつことができた。
したがって、ここでは、中年期の専業主婦の
４事例を紹介して、中年期における専業主婦の
心理的自立とそれに伴って生じるアクティン
グ・アウトについて検討する。元来アクティン
グ・アウトは、特に、精神分析的な治療におい
て、治療者が予測できなかったクライエントの
衝動的な行動であり、望ましくない行動として、
治療のあり方を再検討する必要がある問題とし
て捉えられてきている。しかし、筆者の事例か
ら検討すると、専業主婦におけるアクティン
グ・アウトの持つ意味は、従来の考え方と少し
異なる意味を持つのではないかと考えるように
なった。対社会的には、衝動的で否定的な側面
をもつが、それ以上に家族間の力動的変化を引
き起こす面が大きいと考えられる。そのことは、
専業主婦自身の心理的自立への前段階として、
心理的自立を促す肯定的側面の役割を果たして
いるのではないかと仮定するに至った。
２．中年期における専業主婦の心理的自立につ
いて
前述したように、中年期の専業主婦における
心理療法の過程で生じるアクティング・アウト
は、子どもや若年の事例で生じる、例えば子ど
もの家出や盗み、青年期での自殺未遂などのア
クティング・アウトとは異なり、主婦が社会に
参加する心理的自立への前段階としてとらえる
ことができるのではないかと仮定した。ここで
は、カウンセリングの事例を通して、中年期専
業主婦の心理的自立について検討する。
筆者の行ったカウンセリングの事例の多くは、
結婚前に何らかの職業に従事していたが、結婚
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を機に専業主婦となり家事・育児に専念して中
年になったという専業主婦である。中年期を年
齢的に何歳からと規定するか議論の余地はある
かと思われるが、40歳前後から55歳くらいまで
の年齢を考えている。専業主婦として家庭を中
心に生活している人たちは、嫁と妻および母親
としての役割をこなして当然という見方を夫・
姑および親戚などから期待され、それらの役割
を担ってきている場合が多い。しかし、子ども
がある程度大きくなり、夫も勤務が安定して家
族としての機能が軌道にのってくる中年期では、
専業主婦としての役割も減少してくることが多
い。他方では、姑の介護の問題などが浮上して
くることは予想されるが、この介護の問題に関
しては、今回は取り上げない。妻・母の役割か
ら徐々に開放される状況と並行して、自分自身
としては家庭以外で何ができるか、何か目標を
もって社会と関わっていけるか、あるいは、か
かわっていきたいという欲求が高まってくる。
その間、地域や PTAなどでボランティアとし
て活動してきている経験はあるものの、ボラン
ティアではなく、報酬を手にして社会的に認め
られる仕事や活動につきたいという願望が強く
なってくることが多い。
まず最初に、社会との関係で、アクティング・
アウトを通して心理的自立とは自分にとって何
を意味しているのかを考えると共に、心理的自
立のために「心の仕事」の必要性について考え
始めた２事例を紹介する。
次に、社会との関係でアクティング・アウト
を生じるのではなく、自己の内面における実母
イメージとの関係で、実母に対するアクティン
グ・アウト的な感情表出に投影された、自身の
中での実母に対する愛憎の葛藤途上にある１事
例と、同様に、実父との愛憎葛藤による１事例
を紹介する。
４事例とも約８～10年のカウンセリングを行
っている。３～４年は週１回，あとは隔週，最
後の２年位は月１回の面接日数であった。
これらの事例を通して、専業主婦におけるア
クティング・アウトの特徴をとらえ、アクティ
ング・アウトの肯定的側面とそのための「心の
仕事」について考察する。
３．事例からみた専業主婦におけるアクティン
グ・アウトの特徴
１)社会へのかかわりと「心の仕事」の必要
性について
以下の事例は、資格を生かして社会にかかわ
っていきたい、また、それが可能だと思って社
会に参加したとき、家庭内の軋轢が顕現化し、
行き詰ってしまった専業主婦の事例である。こ
の状況を打破するのは、周囲の環境調整以上に
本人が「心の仕事」をする必要性を認識したこ
とで問題が解決していったと考えられる事例の
紹介である。
事例１の紹介
事例１（Ａさん）は、来談時39歳で専業主婦
であった。主訴は、抑うつ状態の夫と夫の親戚
づきあいのことで相談したいということであっ
た（門前、2004）。家族構成としては、Ａさん以
外に夫と子ども２人の４人家族である。地域的
に親戚づきあいが頻繁にあり、やや封建的な風
土でもあるということであった。カウンセリン
グでは①Ａさんの夫のうつ状態の受け入れと共
に夫のうつ状態の改善が促されたということと、
②社会への参加を性急に、アクティング・アウ
ト的に行った結果、うまくいかず母親として妻
としての役割について再認識しながら少しずつ
自立の方向を確立していったことと、③子ども
たちの個性を尊重できる母親としての心のゆと
りおよび④親戚づきあいに対する距離のとり方
や親戚に対する気兼ねの解消などについて話を
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深めて、約８年くらい（最初の３年は週１回、
その後２年は隔週、最後３年は月１回の面接）
におよび終結をみた。
カウンセリングの概要
Ａさんは、結婚して養護教員の職を辞し、家
庭に入った。夫との関係や夫の親戚づきあいで
嫁としてうまくやっていけない。夫が鬱状態で
勤務を休みがちになることが受け入れられない。
夫のうつ状態を受け入れていく過程は、門前・
蘭（2004）で検討した。夫の兄夫婦との関係や
義理の両親との間で、自分は嫁としてあるいは
義理の妹として精一杯がんばっているのに、十
分認められていないという不満があった。どの
ようにしていけばいいのか。夫への不満がある
が、嫁としての評価も気になり、夫の親戚づき
あいが非常に苦痛になってきていた。面接の過
程で変化してきたことは、①夫に対して甘え、
依存しながら、支配的であった自分の態度に気
づいたこと、②夫の抑うつ状態を受け入れるこ
とに対する抵抗が減少し、夫への理解が増加し
たこと、③家庭が安らぎの場であることの大切
さを改めて再認識できたということであった。
面接終了の指標としては、夫婦間の意思疎通が
十分なされるようになり、親戚や義理の両親と
の関係の持ち方にも変化がみられ家族全体が安
定した状態で機能するようになったことから一
応の終結をみた。
事例１の考察 心理療法過程の中で子どもが
ある程度大きくなり、家事や育児に時間的余裕
ができはじめると、資格を生かして再就職を考
える段階にＡさんも入った。Ａさんの場合は、
夫のうつ状態のために今後経済的な面で、全面
的に頼ることはできないという理由が主となっ
て、復職を希望したが、中年の採用はなかなか
難しくて、教員での再就職はその時点で、断念
せざるをえなかった。歯科衛生士の資格も取得
していたので、歯科医院に歯科衛生士としてパ
ートで勤務することになり、週のうち、５日ほ
ど勤務する体制でがんばることになったときに、
家庭内で問題が生じた。まず、夫のうつ状態が
悪化していったこと、下の子どもが落ち着かな
くなったこととＡさん自身が疲れて家の中で愚
痴が多くなったり、夫への不満が強くなって、
悪循環となった。一時は離婚まで考えるくらい
深刻となった。これらの事態の原因は、Ａさん
自身が仕事への勘が十分戻らず職場での人間関
係や仕事の流れを掴み取ることが難しくて、心
に余裕がなくなっていたことに起因すると考え
られたが、そのことの自覚が少なく、家庭内で
感情を爆発させて、いらいらしていたように思
われた。これは、いわば、経済的な理由という
下でのアクティング・アウトともいえる強引な
自立の方法であり、職場での自分の位置づけが
わからないままがんばりすぎて、空回りをして
いる印象をうけた。その結果、家庭にしわ寄せ
がきて、夫をはじめ子どもたちを巻き込んだ不
安定な様相を生じさせたと考えられる。Ａさん
に家庭とのバランスをとりながら仕事の調整が
大事であることの認識ができるにしたがって、
仕事には外で働く以外に、自分自身の気持ちを
確かめ、感情だけで動かず、意識的にどのよう
にすれば両立が可能なのかを考えてみる［心の
仕事」があることの必要性について示唆した点
が効果的であったと思われる。
「心の仕事」について
Ａさんの事例で見られたように、専業主婦が
外へ仕事に出かけ始めるとき問題にしたいのは、
外の仕事における適応の問題がある。専業主婦
の場合は結婚後十数年家庭にいて、外との交流
は子どもを媒介とした親同士のつきあいや地域
社会でのボランティア活動が主となっているこ
とが多い。気心のしれた仲間関係であり、地域
社会での活動もボランティア的で報酬とは無縁
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な活動である。長年、求め続けた社会とのつな
がりは、社会で自己が認められ報酬が与えられ
る存在であることが必要十分条件となる。それ
だけに、社会とつながりたいという自立欲求が
強くなるほど、その機会がみつかると、一気呵
成に外へ向かっていく結果、家庭は二の次とな
りやすい。いわば、家庭のためにとか、子ども
の教育費のためにという大義名分のもとに自己
を社会につなぐ試みが急激になされる。この現
象をアクティング・アウトととらえていいので
はないだろうか。したがって、専業主婦のアク
ティング・アウトの特徴は、一方では、家庭崩
壊の危機をはらみながら、他方では主婦の心理
的自立への足がかりとなるということであろう。
今まで家の中で安定しながらも心理的には社会
から取り残されていく自分を感じ、また、子ど
もからは、母親としての役割を必要とされなく
なって、子どもへの依存欲求が満ちたされなく
なった分、夫との関係で夫婦の会話が密になっ
ていかない状況で、心理的に孤立していく自己
を受け止めながら、今後の人生をどのように生
きていくかが問われることになる。その状況下
で、いわば、衝動的に社会へ出ようという欲求
が高まり、アクティング・アウト的な反応が生
じる。家庭と仕事の両立が当然要求される課題
となるが、同時に「心の仕事」とも言うべき自
己の内面をみつめながら、外的自己と内的自己
の調整という「心の仕事」が必要となる。この
「心の仕事」は内省的に、意識的になされる必要
がある。意識してそのように心がけることが肝
要であると気づかなければ「心の仕事」はなさ
れない。家庭とは、仕事とは、その両立とはと
いう問いの中で、自分の性格や、能力特性とし
てどのようにかかわれるかを考える「心の仕事」
をすることが、専業主婦における心理的自立を
促す基本的な課題になるのではないかと考えら
れる。
２)二者択一的価値観からの脱却
Aさんの面接過程においても見られたこと
であるが、社会とのつながりが希薄な場合、価
値観が二者択一的になり易い傾向にあるように
考えられる。特に物事を決定する場合、正しい
か間違っているかいずれかであると判断しがち
であることが多い。この背景としては、子ども
との教育的なかかわりから、親として意見を求
められたり、判断を求められたりする場合に、
正しいあり方を示さないといけないという親と
しての姿勢が影響しているのかもしれない。中
年期での自立には、母親や妻としてよりも、自
分という個がどうあるか、どうしたいのかとい
う問いかけが重要な要因となる。したがって、
親としての価値観、ときに教育者的な価値観と
共通するが、それを捨てる必要があろう。母親
の目ではなく個としての考え、個としての判断
が求められる。それはまた、枠にはまった価値
観をいったん捨てながら、自己の価値観を再検
討していく過程でもある。既成の価値観の枠を
そのまま鵜呑みにせず、いったん枠を取っ払っ
て再検討する必要がある。以下に二者択一的価
値観から脱却していった事例を紹介する。
事例２の紹介
事例２（Ｂさん）は、来談時34歳の専業主婦
であった。主訴は子どもの問題から養育に自信
がもてない。自分には、母性が乏しいのではな
いかという不安感と理想的な母親とはどのよう
な母親なのか分かりたいということであった。
家族構成は、Ｂさん以外に夫と子ども３人の５
人家族である。カウンセリングは約８年なされ、
前半の４年間は週１回、後半の２年間は隔週と
その後は月１回程度で一応の終結をみた事例で
ある。
カウンセリングの概要
出産後、育児で非常に神経質になった。頼る
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身内が近くにいないという不安から、乳児の少
しの変化に対しても不安で母親として失格では
ないかと落ち込むことが多かった。
来談のきっかけは、第一子の夜尿症が小学校
高学年になっても続いているということから親
としてどのように対処すればいいかという相談
であった。そのほかに母親としてどっしりとし
た母親になりたいが、なかなかなれない。理想
的な母親像と現実の自分自身の落差に失望して、
自信がないと繰り返されることが多かった。
面接の過程で明らかになっていったことは、
Ｂさんの生い立ちから、実母との関係がＢさん
自身の母親像の形成にかなり影響を与えている
ことであった。実母自身の生い立ちはかなり複
雑で、Ｂさんに対して、母親的な愛情をうまく
伝えることができず、精神的というよりも物質
が優先する親子関係であったように述べられた。
Ｂさんには、実母への精神的甘えを求める依存
欲求と精神的愛情を得られなかったという憎し
みにも似た恨みの交錯した感情が根底にあった
が、幼少時から結婚前まで、実母の感情的支配
下におかれ、反発することができなかった。た
ぶん反発すると母親から愛情を失うのではない
かという不安を感じていたのかもしれない。特
に小さい頃から母親に甘えてはいけないと思っ
ていて、母親に甘えられなかった。何か言うと
「こうしないからうまくいかない」と常に言われ
続けていて、母親の顔色をみて、ご機嫌を伺う
という態度が習慣化してしまったように思うと
述懐されている。結婚後も実母とは同じような
関係が続いていて、実母から何かいわれはしな
いかといつも気にしながら接している自分がい
る。実家に電話をかけても気兼ねしている自分
がいる。このような母親の呪縛から解放された
いけれど、なかなか解放されない自分がいる。
結婚して独立しているのだから、母親とは距離
をとって自分は自分として接すればいいと考え
るけれども、気持ちの上で、ないしは感情的に
はまだ母親の気持ちをいつも考えながら、どう
思われるか気になっていることが多かったとい
う。どっしりとした母親になりたい。少々のこ
とで動じない母親になりたい。自分の中で理想
とする母親像と現実の母親としての自分のギャ
ップに落ち込んだり、自信をなくしたりして不
安定な状態であるということが繰り返し、語ら
れた。更に義理の母親に対する尊敬が強く、理
想の姿として取り入れられていることも分かっ
た。
夫との関係では、夫に依存することがほとん
どで、考え方が自分と違う場合でも、自分が間
違っていて、夫が正しいという捉え方をして自
分の考えや感情を抑えることが多かったと述べ
られている。根底での不安感は根強く、結婚前
は母親に対して満たされない依存欲求を、結婚
後は夫との関係で依存欲求を満たそうとするが、
子どもの成長と共に教育方針のずれに気づく様
になっていった。自分自身の考えを持つこと、
自分自身を社会との関係で生かせることについ
て徐々に考え始めるようになった。また、同時
にその頃からカウンセリングの中でイメージを
導入するようになり、就寝前にイメージを浮か
図１ 全体が暗くてはっきりしない中に
向こうを向いて立っている私
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べることを試みて報告してもらった。
最初のイメージは、暗く、閉鎖的な感じで、
目の前に岩の様な、壁の様なものが遮断してい
て見通しが悪く、自分は前に進めないというも
のであった（図１）。カウンセリングの進展と共
に、自己を見つめる様になってから、イメージ
は少しずつ変化していった。前を遮断する障壁
とも言える壁は取り払われていった。前方の視
野は良くなったが、自分の立っている脇には岩
の様なものがあって、窮屈な状態が続いていた
（図２、図３）。横の関係で自由になれない状態
は、親との関係をはじめ、身近な人々とのつな
がりで少し自分を出せない感じがあるのかもし
れないという連想があった。
現実の生活では、非常勤の待遇ではあるが週
５日、小学校の図書館に司書教諭として勤務す
るようになった。もともと本が好きで、読み聞
かせなどボランティアで行っていたこともあり、
一生懸命がんばっていることが伺えた。親、特
に実母との関係では母親の支配下におかれてし
まう自分がいること、それと関連するのか、Ｂ
さんが権威者ととらえている子どもの担任の教
師や、勤め始めた最初の頃は、所属の学校長な
どの言われるままに動かないといけないという
強い考えを抱いていたようである。その後、徐々
に自分なりの考えを出せるようになってはきて
いるが、話した後、強い後悔の念をもつことが
多かった。Ｂさんのなかに、正しい・間違いと
いう二者択一的価値基準があり、正しくないと
自分の意見を話しては恥ずかしいというこだわ
りが強くあって、自分の意見を言うときに自信
がなくなったり、自分の意見が他者に受け入れ
られるか、受け入れられないかを気にして、そ
こから自由になれずにいることが多かった。
PTAや何かの集まりで発言しても、その後、言
わなければよかったと後悔したり、逆にそれで
よいのだと言い聞かせるような不安定な心境に
しばらく陥ることが続いていた。
二者択一的価値観形成について
二者択一的価値観形成の背景として、Ｂさん
の事例にみられる不安やこだわりは、専業主婦
だから生じる性質のものではないといえる面も
あるが、真に頼れる人物がいない状況で、一人
で子育てに専念せざるをえない場合、潜在化し
ていた不安で神経質な強迫的性格傾向が顕在化
し、判断の価値基準として正誤のいずれかで判
図２ 前方はまだはっきりしないが（岩のような
壁）手前は明るく，前をみて立っている私
図３ 両脇に岩のような壁があるが，あまり気に
ならない感じで前をみている私
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断する価値基準を求める姿勢や態度が顕著にな
っていったと思われる。Ｂさんも専業主婦をは
なれ、社会とのつながりを得て以来、少しずつ
多様な価値観を受け入れられるようになってい
ったり、恥ずかしくても自分の意見がいえるよ
うになり、言ったことにあまり後悔しなくなる
に従って、イメージに見られた自分の脇や前方
をとりまく岩が少しずつ自分から離れていく体
験を述べているし、岩が脇にあってもさほど窮
屈な感じがしなくなってきていると述べられて
いる。
この事例では、潜在的な不安や抑うつ感が結
婚と子育てのなかで顕在化し、対人関係での自
己表現に困難を感じたり、自己の価値観に二者
択一的な価値観を取り入れその価値観にとらわ
れて混乱したり、不安定になっていった事例で
ある。カウンセリングを通して、①理想像とす
る母親像はあくまでも理想であって、むしろ現
実の状況の中から今できることを自分なりに考
えていくことの方が大切なのではないかという
こが分ってきたことと、②自己の不安定な状況
を抑えるのではなく受け入れることができる強
さが備わってきたように思われることが大きな
変化と考えられる。
次に同様の価値観に縛られた事例３を紹介す
る。
事例３の紹介
事例３（Ｃさん）、専業主婦（来談時34歳）で、
主訴は、外出できない、たたりがある（その後、
洗浄強迫傾向の訴えが強く出てくる）という外
出恐怖を訴え、外出には必ず母親か、夫がつい
てきていた。家族構成は、夫と２人家族で結婚
後は実家と離れて暮らしているが不安定で、と
きに落ち込んだりするということであった。
カウンセリングの概要
この事例については強迫症状にみられる「と
らわれ」と「こだわり」という視点で、自我心
理学的見地から検討した（門前、2005）。また、
強迫症状形成の背景として幼児期の母親による
支配的関係が心の内面で、成人してまで持続し
て、他者との関係において遷延された支配関係
として持続した結果、社会的人間関係に支障を
きたしている大きな原因であろうと仮定して検
討した（門前、2006）。
ここでは、Ｃさんの行動規範を判断する根拠
として二者択一的価値観にとらわれている特徴
について述べたい。Ｂさんの性格においても見
られた傾向であるが、強迫的性格傾向のある人
に認められる特徴といえるかもしれない。対人
関係や社会的適応を考える場合、二者択一的価
値観だけで物事や状況把握をすることはむずか
しく、無理なことが多い。あいまいなままでい
ること、自分としての結論を待たねばならない
こと、正しいと思っても絶対に正しいという保
証はないし、状況の変化に応じて、判断の根拠
も変ったり、変えられたりしていく流動的な面
を持っていることなどを受け入れていくことが
必要になってくる。事例３では、二者択一的価
値観が強く、妥協できない性格構造をもってい
るために、社会へ出て、自己表現したいという
心理的自立欲求は他者関係におけるトラブルを
生じて、挫折経験を余儀なくされた。物事を二
者択一的な価値観でとらえ、常に正しくあるこ
とが知的に優れている能力の証明であるという
「こだわり」が強いと思われる。そこには、人間
的な価値は頭の良し悪しで決まるという二者択
一的価値観に根ざしていると推測される。それ
は、生育の過程で刻印づけられたか、あるいは
教育的環境における他者との比較の結果、刻印
づけられてきたのかもしれない。この二者択一
的価値観からの脱却がカウンセリングの大きな
目標ではあったが困難を極め固い価値観をすて
させることには至らなかった。
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２事例からの考察
専業主婦が社会とのつながりをもって何らか
の形で社会に貢献したり、社会に参加するにつ
れて、二者択一的価値観は棄却され、多様な価
値観が獲得されていくことがわかる。これらか
ら専業主婦における心理的自立を促す要因とし
て、社会とのかかわりによる価値観の多様性へ
の対応とそれに対する自己の判断が確立されて
いけるか否かがキーワードの一つとなるのでは
ないだろうか。
３)妻・嫁および母としての役割観念からの開
放と自己を見つめることの重要性
以下に示す事例は、古い日本的な家夫長制を
残す地域社会で育ち、良妻賢母を理想として育
てられた女性が古い価値観や妻・嫁および母と
しての役割から解放されて自己をみつめる重要
性に気づくに至った事例の紹介である。
事例４の紹介
事例４（Ｄさん）、専業主婦（来談時34歳）で
主訴は中学生の娘の問題についてであった。こ
の主訴は、カウンセリングの過程で夫婦関係の
問題に変っていった。家族構成は、Ｄさん以外
に夫と子ども２人の４人家族である。
カウンセリングの概要
中学生の長女が、転校後、やや登校拒否気味
になっている。以前は明るかったのに、最近暗
い感じであまり話をしない。勉強の成績も落ち
てきていて、高校進学が心配である。どのよう
に接していけばいいか、という長女の話が中心
であったが、面接開始後、１年目くらいから、
娘の話しから夫との関係に話しがうつり、夫と
の関係で結婚後しばらくしてから、不満が多く
なり、一生懸命家事・育児をしていても夫はあ
まり家のことを省みず、付き合いといっては日
曜日に出かけてしまう。家族で何処かへ出かけ
ることは全くなかった。何かにつけて、お前は
馬鹿だとかといわれて、家政婦のような感覚で
しか自分のことを見ていないように思う。それ
に対して、夫を立てないといけないと実母から
いわれ、そのように夫に尽してきたが、報われ
ない。このままでいいのか、考えてしまう。と
いう夫との関係で積もった不満が出されると共
に、このまま妻としてやっていくことに耐えら
れないという気持ちがだんだん強くなっていっ
た。子どものことを考えるとなかなか離婚に踏
み切れない。また、離婚することは良くないこ
とで、妻としては我慢が足りず妻失格である。
また、夫の両親に対しても嫁として失格である。
そのような自分を認めることはできない。夫や
夫の両親との関係のなかで妻とし、嫁としてど
のようにするかを考えている過程で、まず経済
的に自立しないといけないと思い、労働力を強
いられるパートをはじめる。夫はパートの職種
が気に入らず、このパート勤めが夫婦の関係を
よけいにこじらせていったように思われる。夫
婦間でパートを辞める・辞めないで話し合いは
平行線になり、お互いが意地をはって妥協でき
ない膠着状態へと発展していくことになった。
また、そのとき相談に乗ってもらっていた男性
から結婚を迫られたが、なかなか決断ができな
いまま交際が続き、ますます窮地に追い込まれ
ていった。
事例４の考察
窮地に追い込まれた理由としては、①何より
もＤさん自身がどうするかの決断ができず、葛
藤状態を長く引きずって、結論を先延ばしして
いたこと、②男性をたてるという建前の下に男
性依存的な行動パターンに問題があること、③
変化することへの強い不安感と世間体という社
会からの評価を恐れていたことが考えられた。
そのために、交際相手が別の女性との結婚を決
意して別れを宣告されたときに、突然、離婚を
するというアクティング・アウトが生じた。意
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識で離婚はしてはいけないという世間的な道徳
的な規範に縛られていた箍が一挙にはずれてし
まって、離婚という筆者も予測しなかった暴走
になってしまった。面接過程を振り返ってみる
と、自分自身で考え、行動する必要を面接の過
程で話し、自己の内面に向き合うことを勧めて
きた筆者に対して、向き合うことから逃避的で、
社会的に良しとされる枠組みの中で収めていこ
うとして、なかなかうまくいかず、矛盾と混乱
を増大させ、突発的に、衝動的な決断をさせて
いったのではないかと考えられる。男性依存的
な行動の背景に、男性支配的な願望があるよう
に思われ、世間の道徳的な規範に対して、無意
識的には反発する力が働いているように見受け
られた。その背景には、小さい頃から世間体を
気にして、枠にはめられ、従順に従うことで良
い評価を受けてきたＤさんの両親（権威）への
反発に繋がるのかもしれない。
４．４事例からみた専業主婦におけるアクティ
ング・アウトの肯定的意味づけについて
上述した専業主婦の事例を通して考えられる
専業主婦における心理的自立の過程は、まず、
家庭から社会へと個（自我）のかかわりを移す
ことから始まる。次に、家庭や地域社会での関
わり方とは異なる社会的な役割を要求されるこ
とに直面する。そこで、改めて、個としての自
己の確立の必要性を痛感させられる。家庭との
両立が可能か否か試行錯誤しながら、社会での
自己実現への道のりを模索することになる。こ
の最初の家庭から社会へと出ていく段階におい
て、アクティング・アウトと呼ぶべき行動が生
じるのではないかと考えられる。自己の性格や
能力特性における適性を十分に認識しないまま
社会に飛び込む無謀ともいえる働きかけは、専
業主婦が心理的に自立する一つの方法として不
可避な手段ではないだろうか。なぜなら、自立
するためには子どもとの関係や夫との関係だけ
で展開していた生活空間は、狭い限られた社会
であり、しかも互いに分かり合える気心の知れ
た身内からの脱却を求められるからである。家
庭における妻として母親としての役割は、長年
の経験によって精神的にも労力的にも比較的容
易に遂行できる性質のものになってきている。
自己を見つめる必要もない。家庭内では、きわ
めて居心地の良い存在である場合が多い。専業
主婦が社会へ出て、母親や妻以外の社会人とし
ての役割をもちはじめると、今までの家族間力
動に変化が生じることが多い。妻が勤めること
による夫の協力体制の必要と子どもに対する母
親としての心遣いの軽減、自分自身の体力的限
界と心理的な負担などによって、家族間の葛藤
や夫婦間の問題が顕在化する場合がある。現実
的には、子どもの成長と共に母親として子ども
の世話をするという身体的な役割は少なくなっ
て、精神的な理解者としての役割が求められる。
子どもを一人の人間として認め、子どもの考え
を尊重しつつ、人生の先達として子どもに対す
ることができるか否かが要求される。夫に対し
ても、同様に、妻は、夫の仕事の理解者として
安心して働けるための場として家庭が機能して
いくことを要求される。面倒をみる母親や妻と
いう役割の存在から、理解者へと役割が変って
いく過程で、自分も一人の個としてどのように
生きていくのか、自己実現とはなにか、自分自
身を問われる転換期にさしかかったといえる。
中年期の専業主婦においては、この転換期と呼
応して、家庭という狭い社会から、より広い一
般的な社会へ関わっていこうとする飛躍的な働
きかけがなされることが多い。今まで家庭にお
いて母親や妻ではあっても、個として自己を考
える必要も機会もなかった専業主婦が、社会に
でるための準備も不十分なまま結婚前に取得し
た資格や社会づとめの経験だけで、現在の社会
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にでるという決断自体がアクティング・アウト
であるといっても過言ではないだろう。しかし、
アクティング・アウトで始まった社会への参加
であっても、それがなければ社会への第一歩が
ないのではないかと考えると、そこに肯定的意
味を付してみたいと思う。さらに、家庭で通用
したり、通用させてきた価値観は、子どもに対
しては有効であっても、一般的な社会では通用
しにくい場合が多い。価値観の多様性を受け入
れ、その中で個としての自己の価値観を確立し
ていくことが、専業主婦における社会への適応
の次の第一歩となろう。固定観念を破れるよう
な柔軟な捉えかたから自己の価値観の再獲得が
なされる必要がある。これは、専業主婦におけ
る社会的な参加に課せられる課題となろう。
５．専業主婦における心理療法の役割
専業主婦におけるカウンセリングの役割につ
いて述べてみたい。
４事例とも家族の問題を主訴として来談され
た。家族における子どもの問題であったり、夫
の問題であったり、具体的な内容は事例により
異なるが共通することはどのように対処すれば
いいか、どのような対応が望ましいのかという、
いわば、子どもや夫に対する母として妻として
の働きかけが中心となる相談であった。教育相
談的な助言を期待して来談されることが多い。
本人の問題意識を明確にしていくかかわり方を
カウンセリングの目的の一つとしておくならば、
はたしてよく聴いて助言だけでいいのかという
疑問が筆者としては残る。カウンセラーも人間
として関わっていく存在であるとするならば、
カウンセラーの専門性をどのように発揮させる
ことができるのだろうか。助言者ではなく共感
者としてできることは何かと考えると、臨床家
としての専門的判断や考えを提示することは決
してクライエントの話を聴いていないからでは
ない。むしろ、クライエントを尊重しつつ、現
時点よりも、より適応的な状態へと移行できる
ために考えてほしいことやクライエントの中に
ある固定観念・二者択一的価値観はどうして生
じているのか、子どもに対して何を求めている
のか、それは何故かなどについてカウンセラー
の率直な疑問や考えを述べて、それらのことに
ついて少しじっくり考える場をもつことで、日
ごろ見過ごしてきた家庭内での夫との関係・子
どもとの関係および実の両親などとの関係を見
直すことができるし、それと共に、妻・母・嫁
としてではなく、一人の個として、女性として
の自分自身のあり方について、見つめなおす機
会となるのではないだろうか。
中年期における専業主婦にとって、現代のい
わゆるキャリア・ウーマンとの意識の違いは、
①おそらく、女子は社会的進出よりも結婚を優
先する方がいいという女子教育が残っていた時
代に若い20代前後を過ごしいていること、②事
例における実の両親は、60代後半から70代が多
い。両親が受けた教育においても、女の子は学
歴よりも結婚が大事という教育的背景が娘に対
してかなり影響を与えていると考えられる。③
時代の変化に加えて、大都会における女性進出
がメディアでとりあげられていて住む地域をこ
えて、専業主婦にまで及んでいること、したが
って、女性が社会にかかわらないと疎外感や置
いてきぼり感を感じて、やや焦り気味に社会復
帰を果たそうとする結果，アクティング・アウ
トを助長することになっているのではないかと
考えられる。家事・育児などを良妻賢母的にこ
なすのが女性としての生き方であると教えられ
てきた世代の専業主婦にとって、職業人として
の良いモデルは少ない。試行錯誤的な状態で社
会にかかわらざるをえないのが実情であろう。
今後は、キャリア・ウーマン世代へと繋がる
過渡的な世代として、専業主婦の転換期におけ
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るあり方は、個として、女性として、社会に参
加する生き方であれ、家庭を中心とした生き方
であれ、次世代の女性に与える意味は大きい。
心理療法のかかわりは、母親や妻としての役割
をふまえながらも、個として社会に参加するた
めの、心理的自立を援助する役割の一端を担っ
ていけるのではないかと考えられる。
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